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九州 未 記録 の 天 以 暴 
中 村 正 直 


Unrecorded species of Notodontidae from Kyasht. 
by MASANAO NAKAMURA 


最近 九州 大 学 英 彦山 生物 学研 究 所 の 黒子 浩 氏 及 び 福 岡 の 行徳 直己 氏 よ り 多 数 の 九州 産 天 社 峨 標本 の 恵 与 に あ づ 

か っ た が , と の うち に は 幾つ か の 九州 未 記録 種 が な 含ま れ て いた の で , 次 と 記録 し て お きた いと 思う . 材料 の 御 援 
助 を 受け た 上 記 両氏 並び に 写真 を 撮影 し て 頂い た 黒 佐和 義 , 文献 の 閲覧 に 多大 の 御 便 宜 を 戴 いて いる 井上 寛 , 緒 

- 方 正美 の 諸氏 に 厚く 御礼 申し 上 げ ま す . 

















Female of Hiradonta takaz0nts MATSUMURA 


1. Cerura (Neocerura) wisei ? tattakina MATSUMURA タツ タカ モク メ シ ャ ナチ ホコ 

この 東洋 系 の 種 は 最近 相次い で 本 州 め 及び 四国 | か ら 記録 を みた が , 九州 か ら も 又 下 記 の 如く 得 ら れ た -. 
英彦 山 (福岡 県 ) 8 VI 1954 18 : 10 VI 1954, 18, 16 VI 1955, 18 (黒子 浩 採 ), 4 VII 1954, 18 (緒方 
正美 採 ) 

属 Neocerura MATSUMURA, 19296 は tattakana に 就 い て 筆者 が 調べ た 限り で は , 別 属 と し て Cezzzg より 分 
ち 得 る 程 の 特徴 を 有 し て いる と は 考え られ な か っ た の で , 一 応 亜 属 と し て 取扱 っ て お いた . と れ ら の 関係 に つい 
て は 別に 記す と と ヽ したい. 

2. Peridea monetariad OBERTHUR ルリ モン シャ チ ホ コ 

九州 に 於 いて は 富 ろ 稀 種 に 属す る 様 で , 未だ 次 の 2 頭 を 検 し た に 止ま っ て いる . 


* 日 本 産 天 社 戦 科 の 再 検討 .IV 
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ーー ュー ーーーーー ニ ーー ニー ニニ ーーーー ニ ーー ニーー ニ ニー ニーー ニ ーー 
吉久 宮 , 朝倉 郡 (福岡 県 ) 18 VI 1942, 18 : 7 VI 1942, 18 
(行徳 直己 採 ). 
3. Peridea lativitiz WILEMAN アカ ネジ シャ チ ホ コ 
立 久 宮 , 朝倉 郡 (福岡 県 ) 12 VIII 1942, 18 (行徳 直巳 採 ) ; 
英彦 th (福岡 県 ) 10 VI 1954,18 ; 30 VIII 1954, 18 ( 黒 
子 浩 採 ) 
英彦 山 か ら の 2 頭 の 標本 は いづ れ も 圭 鮮 , 水原 か ら 記録 きれ 
た ? Mesodonta coreana MATSUMURA の 記 載 に よく SM 
に 思わ れる . 恐らく coreana は lativitta の 亜 種 に 過ぎ な いも の 
と 考え られ る . そし て その 分 在 は 大 陸 か ら 朝 鮮 半 島 を 経て 九州 の 
山地 帯 と 迄 及 ん で いる の で あろ う . 
4. Peridea (Fusadonta) basilinea WILEMAN 


ョ シノ ジ シャチホコ Ostium plate of female genitalia of 
Hiradonta takaonis MATSUMURA 








WILEMAN が その 原 記載 や に 於 いて 吉野 を 記録 し て 以来 , 近 
畿 地方 を 除き 全く 得 ら れ て いな い , 併 し 近畿 以西 は 広く 分 布 し て いる も の て と 思 _- 
喜久 宮 , 朝倉 郡 (福岡 県 ) 15 V 1950, 18 ; 吉井 , 朝倉 郡 (福岡 県 ) 29 VII 1954, 18 (行徳 直己 採 ) ; 英彦 
山 (福岡 県 ) 23 VII 1955, 18 (黒子 浩 採 ). 
5. Hiradonta takaonis MATSUMURA オウ ウス グロ シャ チ ホ コ 
Hyperaeschra tenebrosa UMENO, 1935, Bull. Umeno Ent. Lab., 2:24; HoRr et NoMURA, 1937, Cat. 
Ins. Insel. KYUSHU et RYUKYU, 1 : 
前 報 ? に 記 し た 如く , 我が国 か ら “Hyperaeschra tenebrosa MOORE” と し て 記録 きれ た も の は すべ て 本 種 で あ 
り , 九州 の も の も その 例 に 洩れ な い . 
英彦 山 (福岡 県 ) 22 V 1954, 18 : 25 V 1954, 18 : 29 V 1954。 18 : 28 VIII 1954 18 : 16 V 1955, 18 
: 30 VII 1954 19 -allotype(No. 1823) 筆者 所 蔵 (黒子 浩 採 ) : 3 VI 1954, 4 る 8@ (緒方 正美 採 ) : 喜久 
倉 郡 (福岡 県 ) 15 V 1952, 18 ; 4 VI1951-18 (行徳 直巳 採 ) . 
A A 
g. 雄 より 大 型 , 刻 張 56mm. 前 其 前 緑 は 円 味 を 帯び る 色 玉 は 雄 に 似る が , 後 横線 の 鎧 歯 は 一 層 深 く 切 れ 込 
, 翔 脈 上 の 折 点 は 明瞭 で ある . 後 燃 は 雄 よ り 幾 分 淡く , 中 湊 帯 は 一 層 明 瞳 で ある. 前 甚 異 面 は 先端 を 除き , よ 
人 人 の 人 RUN の て 明か 、 触角 は 締 状 , 下 唇 針 は Rt 
Genitalia : Ovipositor 常 形 , ostium plate は 1 詩 の 突起 を 備え た 模 形 附属 板 を 融合 する , ductus bursae は 
振れ 一 巻き する , signum は 無い . 
6. Takadonta takamukui MATSUMURA ダダ カム クシ ャ ナチ ホコ 
本 種 は 松村 依り 大 山 (鳥取 県 及び 上 高地 (長野 県 )? が 記録 され た 以外 。 全然 採集 きれ て いな い . 筆者 は 
本 州 産 の 次 の 標本 を 検 し 得 た . 
発 中 温泉 (長野 県 ) 25 VI 1930, 18 ; 熊 ノ 平 (長野 県 ) 12 VII 1925, 18 ; 30 VIII 1924, 18 (河田 井 採 ). 
九州 産 と し て は 次 の 1 頭 を 所 持 し て いる 
英彦 山 (福岡 県 ) 3 IX 1954, 18 (昌子 清 ). 
7. Drymonia basalis WILEMAN et SOUTH ノ ヒ ラ ト ビ モ ン シ ジ シャチホコ (改称 ) 
本 地方 に あっ て は 山岳 地帯 に の み 出 現す る も の で あろ う . 出現 期 は 本 州 於 ける より 織 分 遅い も の の 様 で ある . 
久住 山 , 寒 ノ 地 獄 (大 分 県 ) 17 V 1953,18 (筆者 採 ). 
8. Lophocosma atriplaga STAUDINGER グロ スジ シャ ナチ ホコ 
英彦 山 (福岡 県 ) 29 VIII 1954, 19 (黒子 浩 採 ) : 4 VII 1954,18 (緒方 正美 採 ). 




















) 












































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


1956] TYO TO GA (11 ) 
ER NE MRE デデデ 


9. Hagapteryx admirabilis STAUDINGER ハ ガ ダ エグ リ シ ャ チ ホコ 
英彦 山 (福岡 県 ) 28 VIII 1954,18 (黒子 洗 採 ). 
10. Platicasma Virgo BUTLER ハネ ブサ ジ シャチホコ 
英彦 山 (福岡 県 ) 18 VIII 1953, 18 ; 20 VIII 1954,18 (黒子 浩 採 ). 
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Summary 


In this notes, ten species of Notodontid-moths are newly recorded to the fauna of Kyoushn 
district, Japan. Viz. : 

Cerura (Neocerura) wisei? tattakana MATSUMURA 

Peridea (s. str.) monetaria OBERTHUR 

Peridea (s. str.) lativitta WILEMAN 

Peridea (Fusadonta) basilinea WILEMAN 

Hiradonta takaonis MATSUMURA 

Takadonta takamukui MATSUMURA 

Dr+ymonia basalis WILEMAN et SoUTH 

Lophocosma atriplaga STAUDINGER 

Hagapteryx admirabilis STAUDINGER 

Platicasma の 7Z な の BUTLER 

Besides, the genus IVeocerura MIATSUMURA, 1929 is considered a subgenus of Cerura SCHR ANK, 
1802, and Mesodontz coreana MATSUMURA is probably regarded as a subspecies of Peridea lativitta 
WILEMAN. The description of the female of Hiradonta takaonis MATSUMURA has been unknown 
to science, iS present. The female is similar to the male but larger, expance 56mm. Antenna 
filiform. Palpus not reaching the vertex of head. Genitalia : Ovipositor normal, ostium plate 
attached to arrow-headed plate with a pair projection, ductus bursae voluble, no signum. 

Allotype-19. Mt. Hikosan (Fukuoka Pref.) 30 VIII 1954, leg. H. KuRoko, in my coll. 








マエ キト ガリ アツ バ は 本 州 に ゃ いる され て お り , 本 誌 W の 4, 29 頁 に は 黒子 浩 氏 に よっ て 

1955 年 6 月 18 日 , 鳥取 県 伯 因 大 山国 鉄山 ノ 家 で 燈火 九州 彦山 で と れ た 美 し い 標 本 の 写真 が 示さ れ て いる 

採集 を 行っ た 時 , 新 鮮 な マエ キト ガリ アツ バ Anoratha が , 本 州 か ら は まだ 記録 が な いと 思わ れる の で , と と 

costalis MOORE 1 を 得 た . と の 大 形 の アツ バ は 報告 する 次 第 で ある . (緒方 正美 ) 
の 方 が 美しい . 本 種 は 今 ま で 九州 及び 屋久 鳥 か ら 記録 
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